













































































ン プ シ リ ー ズ『 神 の お 告 げ（Oracolo 
1968）』や，1964年にデザインしたデーブ
101
ル・ランプ『ジオヴァ（Giova 1964）』もま
た各部屋に配置した。この配置には，これら
のプロダクトが，他のアート作品と同様，ま
るで一つの作品であるかのように扱われてい
るように受け取れる。もしくは，絵画や彫刻
などのアート作品が内装設計の一部として扱
われているかのようでもある。
　さらにそれを増長するかのようにアウレン
ティは，少し曇った鏡でアパート内のすべて
の部屋の天井や壁を作った。アウレンティの
ランプ類は天井の鏡に反射し，部屋の中がよ
り明るくなり，絵画や彫刻類は，反転したま
ま鏡にうっすらと映し出されている。部屋の
中に所狭しく並べられた作品やプロダクトが
天井や壁にも映し出されるため，部屋の中は
より混沌とした印象を与えている。羊の群れ
は倍増し，ブロンズ像も肖像画も反転して天
井の鏡に映っている。そして，丸いランプの
光の反射が反射を呼び，部屋のあちこちに丸
い光が点在しているのである。
　例えばアウレンティのデザインには，1964
年に開かれたミラノトリエンナーレ・イタリ
ア部門の展示室設計や，1967年のイタリア・
オリベッティ社のブエノス・アイレス支店店
舗設計など，壁や天井全面を鏡張りにしてそ
の空間の広がりを演出するという類似例があ
る。しかしアート作品と自身のプロダクトを
あくまで同列のように並べ，アート作品と自
身のプロダクト・デザインに関係性を持たせ
ようとした内装設計であるという意味で，こ
のアパート内改装設計案はアウレンティのデ
ザイン史においても特徴的な事例である。
　さらにもう一点，アウレンティがデザイン
とアートとを接近させて考えていたと思われ
る点がある。蒐集家のコレクションのうちに，
ピストレットによる「立っている人 Uomo 
in piedi」シリーズの一枚（1962年）があり，
その横にアウレンティは，フロア・ランプ
『神のお告げ』を並べたのである。元は画家
であったピストレットは，煙草を吸いながら
電話をかけている等身大の男性写真を大きな
鏡面に貼り付けて作品とした。
　ピストレットがこの作品で最初に目論んで
いたのは，キャンバスと鏡の間に立つ自分が
おのずと一つに重なっていく目の錯覚を楽し
むことであった。そして，等身大の男が鏡面
に貼られており，その鏡の前に立つ人物も等
しく映し出され，鏡像の中の世界と現実の世
界が一つに重なり合うような錯覚を，この作
品は楽しませてくれる。しかし，一枚の鏡像
の中に自分が映り込む姿をとどめておこうと
するこのようなピストレットの意図は，アウ
レンティがさらに鏡像を利用することによっ
て複製されてしまう。つまり，鏡でできた部
屋の中にプロダクトと鏡のアート作品が置か
れているという何重にも像が重なった状況を
部屋の住人に目撃させることになるのである。
　以上の分析を進めると，アウレンティは
「アルテ・ポーヴェラ」の作家群たちが前衛
となって模索していた「アートのインスタ
レーション性」後の「インスタレーション・
アート」に着目し建築的アプローチによるイ
ンスタレーション的デザインを試みていたの
ではないかと考察することができる。確かに
アウレンティがピストレットの作品から直接
的な着想を得たかどうかは定かではない。と
は言え鏡と人物像とその反射を利用した作品
がほぼ同時期のイタリアに登場することは興
味深い。
　アウレンティのデザイン方法は，プロダク
トの機能的側面を考えるだけではなく，プロ
ダクトの「かたち」を作り出すことに意味を
見出すものである。そしてそのプロダクト・
デザインの領域をアートの領域に接近させよ
うと考え，鏡の作用を用いた室内空間そのも
のを設計したのであった。
